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津波荷重の評価技術と体系化の
⼼得に関する研究委員会
• 活動期間：2019年6⽉〜2022年3⽉

• 過去の活動：
第1期：津波災害の軽減⽅策に関する研究委員会（2005.8〜2008.5，委員
⻑ 松冨英夫）

第2期：津波災害の実務的な軽減⽅策に関する研究委員会（2008.6〜
2011.5，委員⻑ 松冨英夫）

第3期：津波対策とその指針に関する研究委員会（2011.6〜2014.5，委員
⻑ 松冨英夫）

第4期：各種構造物の津波荷重の体系化に関する研究委員会（2015.6〜
2019.5，委員⻑：有川太郎）

• メンバー：
委員⻑：有川太郎
副委員⻑：鴫原良典、⻑⾕部雅伸
委員：浅井⻯也、池⾕毅、井上修作、内⼭不⼆男、⼤家隆⾏、奥⽥泰雄、
鴫原良典、庄司学、舘野公⼀、中埜良昭、松冨英夫、渡部真史

幹事：⽊原直⼈



プログラム
15：00～15：05 開会挨拶および趣旨説明

15：05～15：20 津波波圧の評価 －先端部荷重－

15：20～15：35 同上 －非先端部荷重－

15：35～15：50 同上 －越流時の荷重－

15：50～16：00 討議

（休 憩）

16：15～16：30 漂流物の評価

16：30～16：40 洗掘の評価

16：40～16：50 討議

16：50～17：20 ブラインドコンテストを通じて得られた津
波シミュレーション技術に関する知見

17：20～17：25 講評

17：25～17：30 閉会の挨拶

有川太郎（中央大学）

大家隆行（ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ）

奥野峻也（構造計画研究所）

鴫原良典（防衛大学校）

浅井竜也（名古屋大学）

渡部真史 (Nanyang Technological
University

中埜良昭（東京大学）

有川太郎（中央大学）


